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決算議会

９月定例会

　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
を
９
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
、
４
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
町
政
全
般
に
つ
い
て
の
経
過
報
告
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

補
正
予
算
な
ど
、
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
19
の
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
定
例
会
は
決
算
議
会
で
も
あ
り
、
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
及
び
６
つ
の
特
別
会
計
を

認
定
し
ま
し
た
。

　
加
え
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
を
採
択
、「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
発
生
し

た
放
射
能
汚
染
水(

ア
ル
プ
ス
処
理
水)

の
海
洋
放
出
に
反
対
す
る
請
願
書
」
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
約
48
億
6
万

円
、
特
別
会
計
は
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
6
つ
の
会
計

を
合
わ
せ
て
約
17
億
３
５
８

０
万
円
と
な
り
、
合
計
約
65

億
３
５
８
６
万
円
余
の
歳
出

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
と
比
べ
て
、

約
20
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
歳
入
決

算
は
歳
出
決
算
を
約
7
億
７

１
５
１
万
円
上
回
る
、
約
73

億
７
３
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
町
税
及
び
使
用
料

等
の
収
入
未
済
額
は
不
納
欠

損
処
理
を
行
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
前
年
度
と
比
較
し
、
８

９
８
万
円
減
少
し
、
７
６
６

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

収
入
未
済
額
の
縮
減
は
、
自

主
財
源
の
確
保
及
び
負
担
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も
、

滞
納
の
長
期
化
の
抑
制
、
滞

納
者
へ
の
早
期
対
応
な
ど
有

効
か
つ
効
果
的
な
徴
収
対
策

を
行
う
な
ど
、
町
税
等
収
納

の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

令
和
元
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し
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総括意見
　令和元年度の事業については、関係諸帳簿及び証拠書類と

照合した結果、各会計の歳入歳出決算等は正確なものと認め、

また、予算の執行についても、改善すべき事項はあったものの、

適正かつ効率的に行われていると認められました。

審査のむすび
　当町の財政状況は、広野火力発電所の大規模償却資産税へ

の依存度が依然として高い状況にあります。

　財政力指数は、令和元年度1.176となり、昨年度に引き続き

普通交付税不交付団体となりましたが、国民健康保険や介護

保険といった特別会計の医療や介護に対する給付費は、依然

として高い水準であり、保健事業や福祉事業等の成果を再検

し、転入者から国民健康保険税や介護保険料の徴収事務をしっかり執行し、健康診査の受診勧

奨や医療機関への早期受診による疾病の早期発見、早期治療、適正医療による重症化防止等に

より、歳出の削減に努めるよう強く望みます。

黒田 代表監査委員
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